
『第 21回若手技術者・研究者による技術研究発表会』プログラム 

 

日本写真測量学会関西支部主催の若手技術者・研究者による技術研究発表会を，大阪会場と東京会場の

2 つの会場をリモートで接続して開催いたします。第 21 回を迎える発表会プログラムは，空間情報の計

測・基礎から応用にわたるさまざまなテーマで構成された内容となっています。発表会では，同支部役員

による審査によって優れた発表を「優秀研究発表賞」として表彰します。 

なお，セッション 1とセッション 3は東京会場からの発表，その他のセッションは大阪会場からの発表

となります。また，一人当たりの発表時間は 20分（発表：13分，質疑応答：7分）となります。 

 

日時： 2025年 9月 5日（金）10:00~18:30 

場所： （大阪会場） 大阪公立大学 I-siteなんば 2階 カンファレンスルーム C1 

          大阪市浪速区敷津東 2-1-41南海なんば第 1ビル2階 (https://www.omu.ac.jp/isite/access/) 

（東京会場） 東京農工大学 府中キャンパス 農学部第 2講義棟 12教室 

          東京都府中市幸町 3-5-8 (https://www.tuat.ac.jp/outline/overview/access/fuchu/campus_map/) 

 

プログラム：  

10:00~10:05 開会のあいさつ 

 

セッション 1 研究・討議 1                 司会：吉村 充則（日本大学） 

 

10:10~10:30 UAV画像による SfM点群の再現性評価方法の検討 

堀田 直斗（日本大学大学院） 

 

10:30~10:50 赤外カメラを用いた地上観測による雲の分類手法の検討 

北村 梓（東京農工大学大学院） 

 

10:50~11:10 NDVIと降水量の季節性からみたサバンナ／森林の特徴分析 

古賀 遼太（東京農工大学大学院） 

 

休憩（11:10~11:15） 

 

セッション 2 研究・技術報告 1              司会：田中 宏明（国土地理院） 

 

11:15~11:35 水害特性の変化と地域防災の再構築 －京都府福知山市由良川中流域を事例として－ 

村上 友祐（株式会社パスコ） 

 

11:35~11:55 IoTインフラ遠隔監視サービスを用いたインフラ施設の維持管理について 

伊東 修平（株式会社パスコ） 

 

11:55~12:15 古座川町の道路骨格データ作成業務で学んだ事 

竹谷 龍（国際航業株式会社） 

 

昼休憩（12:15~13:15) 

 

https://www.omu.ac.jp/isite/access/
https://www.tuat.ac.jp/outline/overview/access/fuchu/campus_map/


セッション 3 研究・技術報告 2              司会：山下 恵（東京農工大学） 

 

13:15~13:35 河川管理の効率化・高度化に向けたクラウド GISの構築とデータ整備方法の検討 

酒井 友也（株式会社パスコ） 

 

13:35~13:55 人工林内の光環境解析 

高村 詩央里（国際航業株式会社） 

 

13:55~14:15 FPFH特徴量を用いた LiDAR搭載型モバイル端末によるリアルタイム自己位置補正 

佐藤 祐弥（アジア航測株式会社） 

 

休憩（14:15~14:20） 

 

セッション 4 研究・討議 2               司会：木村 優介（大阪工業大学） 

 

14:20~14:40 視線の遷移と相関に着目した屋外広告物が道路標識の視認に与える影響の分析 

林 美帆（大阪公立大学工業高等専門学校） 

 

14:40~15:00 歩行空間における街路樹の認知特性 

岩井 心哉（大阪工業大学大学院） 

 

15:00~15:20 認知マップを用いた避難行動のための都市構造の把握 

東 彩夏（大阪工業大学大学院） 

 

15:20~15:40 都市部における人口分布特性と地価との時空間分析 

卯田 航平（摂南大学大学院） 

 

15:40~16:00 ドローン撮影条件の違いが建物三次元点群の精度に与える影響の検討 

辻 晶成（摂南大学） 

 

16:00~16:20 ステレオカメラを用いた建設現場の 3Dマッピングにおける深度精密化 

石黒 龍之介（京都大学大学院） 

 

休憩（16:20~16:25） 

 

セッション 5 研究・討議 3                 司会：須﨑 純一（京都大学） 

 

16:25~16:45 橋梁における劣化判別モデルの構築と特徴量の解釈 

井谷 直渡（大阪工業大学大学院） 

 

16:45~17:05 車載カメラ画像を用いた電柱および電線の自動検出システムに関する研究 

大庭 悠人（阪南大学大学院） 

 

 

 



17:05~17:25 複数方向から撮影されたドライブレコーダー画像から生成された三次元点群データの

精度評価 

橘田 侑樹（摂南大学大学院） 

 

17:25~17:45 Heritage BIMによる歴史的建造物のモデリング手法に関する研究 

米田 羽瑠斗（大阪工業大学大学院） 

 

17:45~18:05 3次元空間情報のAR（拡張現実）表現に関する研究 

飯銅 航太（阪南大学大学院） 

 

18:05~18:25 バーチャル都市空間における路面舗装デザインと歩行軌跡 

中前 涼太（大阪工業大学大学院） 

 

18:25~18:30    閉会のあいさつ 

18:45~    表彰式・懇親会 

 

以上 



『第 21回 若手技術者・研究者による技術研究発表会』 

2025年 9月 5日開催 

発表要旨 

 

セッション 1 研究・討議１                             

堀田 直斗（日本大学大学院）：「UAV画像による SfM点群の再現性評価方法の検討」 

近年，UAV 画像から SfM 処理を通して生成された三次元点群の活用が普及している。しかし SfM 点群が，計測

対象の形状をどれだけ忠実に再現しているか（再現性）を，どのような方法で評価するか定まっていない。そこで本研

究では，SfM処理により生成された点群の再現性評価方法を確立することを目標として，まずは平坦な地形の計測デ

ータから評価方法の検討を行う。評価項目として，位置精度，点密度，点分布の偏りなどに着目し，今後の計測時に

おける最適な撮影条件を決定するための客観的基準の構築を目指す。 

 

北村 梓（東京農工大学大学院）：「赤外カメラを用いた地上観測による雲の分類手法の検討」 

太陽放射・地球放射は，地球の水収支および熱収支のエネルギー源であり，衛星観測による広域的な推定手法が

検討されている。雲の存在は放射に大きな影響を与えるため，衛星観測において雲の種類を識別する必要がある。

衛星観測による雲の分類精度向上には，地上での雲観測が必要不可欠であり，特に可視光がない夜間での観測が

課題となっている。そこで本研究では，夜間でも撮影可能な 8μm〜14μm の波長帯を観測する赤外カメラを用いて，

観測された輝度温度から雲底の高低を判別することで雲形の識別を行う手法を検討した。観測値の温度や湿度の影

響を考慮することで，季節を通じた安定的な分類手法の確立を目指した。 

 

古賀 遼太（東京農工大学大学院）：「NDVI と降水量の季節性からみたサバンナ／森林の特徴分析」 

サブサハラアフリカにおいて，サバンナは森林に比べて人間活動が活発に行われており，農業のための野焼きに

よる土地劣化など，森林とは異なるサバンナ特有の問題が発生する。サバンナと森林の定義は樹高や樹冠率に基づ

くものが多く，異なる土地被覆にもかかわらず定義によって森林にサバンナが含まれてしまう場合がある。そこで本研

究では，森林・サバンナの識別手法の開発を目指し，月別降水量と正規化植生指数を用いて，降水量の季節性によ

る森林とサバンナの NDVI変化の特徴について分析する。また，両者の地理的分布の特徴についても考察する。 

 

セッション 2 研究・技術報告 1                                  

村上 友祐（株式会社パスコ）：「水害特性の変化と地域防災の再構築 －京都府福知山市由良川中流域を事

例として－」 

本論では，過去の水害事例と治水対策の変遷に着目した時系列的な分析から，京都府福知山市由良川中流域に

おける水害特性とその変化について把握を試みた。 

対象地域で 2000 年以降に発生した水害事例について，由良川の氾濫による外水被害と局所的豪雨等により堤内

地で発生する内水被害に分類し，それぞれの事例における水害被害の特徴と治水対策との関連性を明らかにし，水

害特性とその変化について考察を実施した。また，ハードとソフトの両面から，地域の水害特性に対応可能な防災対

策を構築することの必要性についても考察を行う。 

 

伊東 修平（株式会社パスコ）：「IoT インフラ遠隔監視サービスを用いたインフラ施設の維持管理について」 

我が国では，高度経済成長期に建設されたインフラ構造物の急速な老朽化や少子高齢化に伴う技術者の人手不

足が問題となっている。今後，インフラ構造物の管理を続けていくにあたり，必要となる人員の確保やコストの軽減が

喫緊の課題である。 

本発表では，その課題を解決するための手法の一つとして，IoT インフラ遠隔監視サービス（InfraEye）を用いたイ

ンフラ構造物の維持管理について紹介を行う。 

 



竹谷 龍（国際航業株式会社）：「古座川町の道路骨格データ作成業務で学んだ事」 

固定資産税の公正な課税，課税事務の効率化・高度化を図るためには，固定資産評価業務の基礎となる道路や

家屋を高精度かつ高品質で整備する必要がある。発表者は，古座川町の固定資産地番図電子化業務を通じて，そ

の基礎となる道路や家屋を公共測量作業規程に準拠した手法にて，自分自身ですべての工種を行った。本発表で

は，それらの一連業務を通じて感じた問題点や課題，対策等を述べ，業務の管理者として今後従事していく上での品

質管理や指示などの留意点について発表する。 

 

セッション 3 研究・技術報告 2                                  

酒井 友也（株式会社パスコ）：「河川管理の効率化・高度化に向けたクラウド GIS の構築とデータ整備方法の

検討」 

国土交通省は，近年，デジタルデータを活用してインフラ構造物の維持管理の高度化・効率化を図る DXを進めて

いる。河川分野では，流域に関する様々なデジタルデータの取得・蓄積・共有・可視化を行うことで，河川管理施設に

おける維持管理や防災対策の省人化・高度化を目指す「流域ビジネスインテリジェンス」が取り組まれており，いくつ

かの河川事務所では，あらゆる関係者間でデータ共有・可視化できる環境を実現するために，クラウド GIS を用いた

3D管内図を構築している。 

そこで，クラウド GIS を用いて河川管理・流域に関するデジタルデータの共有・可視化に適したデータ整備方法の

検討内容や留意点，求められる GIS機能を紹介する。 

 

高村 詩央里（国際航業株式会社）：「人工林内の光環境解析」 

荒廃林に対して，強度間伐を行い林床の照度を改善させるが，その評価手法は確立されていない。本発表では，

ヒノキ人工林における林内光環境を明らかにするため，魚眼レンズカメラによる全天空写真での画像解析に加え，ドロ

ーン LiDAR データから算出した樹冠開空度から林内日射量を推定した。林内には日射計を格子状に設置し林内日

射量を計測した。特に林内日射量では直達光が影響するため，太陽高度と方位を変化させたデータを作り，太陽光

の角度を考慮した。その結果，全天空写真での林内日射量推定値では，実測値の細かな日射量変化を捉えておら

ず，ドローン LiDARでの樹冠開空度を考慮することでより実測値に近い日射量変化を再現することに成功した。 

 

佐藤 祐弥（アジア航測株式会社）：「FPFH 特徴量を用いた LiDAR 搭載型モバイル端末によるリアルタイム自

己位置補正」 

近年，端末に搭載されたGNSSやジャイロセンサーなどから取得した自己位置・姿勢情報を基に，地理座標を持つ

データを現実世界に表示するロケーションベース AR(拡張現実)の活用が進展している。ロケーションベース ARでデ

ータを重畳表示するためには，自己位置・姿勢情報を正確に取得することが重要である。 著者らは，ロケーションベ

ース AR アプリケーションを開発し，FPFH 特徴量を用いて自己位置・姿勢情報の誤差を自動で補正する手法を搭載

した。本発表では提案手法の補正精度や補正に関わる操作時間を実証実験により評価したため報告する。 

 

セッション 4 研究・討議 2                      

林 美帆（大阪公立大学工業高等専門学校）：「視線の遷移と相関に着目した屋外広告物が道路標識の視認に

与える影響の分析」 

 本研究では屋外広告物の色彩規制に沿った対応策が，道路標識の視認にどのような影響を与えるかを定量的に明

らかにすることを目的とする。手法としては 360 度カメラにより取得された全天球画像を準備し，視線追跡機能を有す

る VR ゴーグルを用いた被験者実験を行う。運転座席視点から撮影した道路空間に対し，一方は屋外広告物全体の

彩度低下加工を，他方は高彩度色と低彩度色を入れ替えた画像加工処理を施し，それらを 2 つの被験者グループ

に分けて見せることでデータを取得した。続いて最初の注視に対する相関分析ならびに視線遷移の分析を実施し，

全体の彩度低下加工を行った屋外広告物のほうが交通安全に寄与することが明らかとなった。 

 



岩井 心哉（大阪工業大学大学院）：「歩行空間における街路樹の認知特性」 

街路樹は多くの役割を担っており，樹種の選定の際にさまざまな劣悪な環境にも耐えうるよう考慮されているが，適

切な植樹の間隔が設定されていない場合も多い。そこで，本研究では歩行者の視線行動に着目し，適切な街路樹の

植樹形態を明らかにすることを目的とする。調査では，シミュレーションを用いてアンケート調査をおこない，多変量解

析を用いて歩行者の街路樹に対する認知構造を明らかにした。 

 

東 彩夏（大阪工業大学大学院）：「認知マップを用いた避難行動のための都市構造の把握」 

近年，わが国では異常気象や大規模地震による災害が多発している。このような多様な災害からひとりひとりの命を

守るため，正確な情報に基づいた避難可能な環境の整備が求められている。 

本研究では，我々のイメージする都市空間（認知空間）を取り出し，そこから得られた都市の歪みを地図に反映させ

た新しいハザードマップを作成することを目的とする。 

研究方法は，小学生を対象に空間認知調査をおこなった。そこで得られたデータをもとに GIS と DRM データを用

いて，道路の拡張率，方向のずれを計測する。認知空間と現実空間とのゆがみを空間のイメージの拡大率として数値

化し，それぞれの認知空間の特徴を把握する。 

 

卯田 航平（摂南大学大学院）：「都市部における人口分布特性と地価との時空間分析」 

急速な人口減少と高齢化が進む日本では，効果的な土地利用計画の策定が重要な課題となっている。なかでも，

市街化区域内で空き地や空き家が不規則に発生する「都市のスポンジ化」には定常的なモニタリングが必要とされて

いる。そこで本研究室では，国勢調査に基づいた人口データを用いて，局所的に人口が低密である地域の分布を把

握するための空間分析手法を開発した。本研究では，過去 25 年間にわたる人口分布の空間的変化を検証し，一般

的な指標である人口密度との比較・分析を行った。さらに，地価公示データを用いた地理的時間的荷重回帰分析を

通じて，人口密度および人口の低密な範囲の広がりが地価に及ぼす影響を明らかにした。 

 

辻 晶成（摂南大学）：「ドローン撮影条件の違いが建物三次元点群の精度に与える影響の検討」 

近年，都市計画や防災分野において，ワークショップ等で三次元建物モデルの活用が広がっている。これらのモデ

ルは，航空機やドローンによる撮影画像やレーザー計測から得られた三次元点群データを基に生成される。近年で

は SfM/MVS 技術により，レーザーを用いず比較的安価に点群データの取得が可能であるが，LOD3 相当の詳細度

で建物形状を再現するには建物に近接した状態での撮影が必要となる。しかし，ドローンの操縦には技術的習熟が

求められ，ドローンの飛行可能時間にも制約があることから，効率的な撮影計画の自動化が期待される。そこで本研

究では，異なる条件下で撮影したドローン画像から生成した建物部分の三次元点群データの精度評価を行った。 

 

石黒 龍之介（京都大学大学院）：「ステレオカメラを用いた建設現場の 3Dマッピングにおける深度精密化」 

日本の建設業界は深刻な労働力不足に直面し，クレーン操作を支援する自動 3D マッピングが急務となっていま

す。しかし，従来のステレオマッチングは，テクスチャの乏しい領域で精度が落ちる弱点があります。また，深層学習モ

デルは，収集が困難な大規模訓練データを必要とします。本研究では，訓練データを必要としない，実用的で高精

度な 3Dマップ生成手法を提案します。この手法は PatchMatch MVS を基盤とし，ステレオマッチングによる初期深度

マップの利用，画素ごとに探索範囲を適応的に調整する改良を加えています。クレーン作業現場を模擬したデータセ

ットによる定量的評価では，本手法が平均絶対誤差を従来手法の 0。41から 0。17へと削減することを確認しました。 

 

セッション 5 研究・討議 3                       

井谷 直渡（大阪工業大学大学院）：「橋梁における劣化判別モデルの構築と特徴量の解釈」 

我が国の社会資本ストックは高度経済成長期に集中的に整備された影響で，今後，20年で建設後 50年以上経過

する施設の割合が加速度的に高くなることが指摘されており，国土交通省では ICT や DX 化による点検効率の向上

を推進している。そこで，本研究では，機械学習による多クラスの橋梁劣化判別モデルの構築とその妥当性の検証を



目的とする。 

本研究では，Python を用いて，劣化判別モデルを構築した。分析では橋長や幅長といった橋梁の諸情報や周辺

の環境情報などを空間的に統合したデータセットを用いた。また，構築したモデルにおける特徴量の影響を抽出し，

モデルの妥当性と劣化度合いとの関係を明らかにした。 

 

大庭 悠人（阪南大学大学院）：「車載カメラ画像を用いた電柱および電線の自動検出システムに関する研究」 

日本の送配電設備の多くは，70 年代の高度経済成長期に大量に建設されたものである。これらの設備は建設から

50 年以上が経過し，老朽化が進行していることから，定期的な維持管理が不可欠である。そのため，点検に先立って

電柱や電線の位置情報を自動把握するニーズが高まっている。本研究では，車載カメラから取得した道路景観画像

を対象に画像処理技術と AI を組み合わせて電柱および電線を自動抽出する手法を提案する。具体的には，電柱検

出には物体検出モデルYOLOを用い，学習済みデータセットから高精度に検出する。一方，電線検出には画像特徴

量に基づくフィルタリングと，画像ごとの追跡アルゴリズムを組み合わせ，検出・追跡する。 

 

橘田 侑樹（摂南大学大学院）：「複数方向から撮影されたドライブレコーダー画像から生成された三次元点群

データの精度評価」 

自動運転社会の実現や，都市空間のより精緻な分析・シミュレーションには，三次元都市モデルを高頻度に更新

する手法の構築が必要と考えられる。現在，地上付近の三次元都市モデルの整備には，LiDAR などを搭載した移動

計測車両が用いられているが，計測費用が高く，高頻度の更新に課題がある。そこで本研究では，広く普及している

ドライブレコーダーによって撮影された動画像を活用し，安価に三次元都市モデルを生成・更新する手法の確立を目

的とする。本実験では，複数方向から撮影されたドライブレコーダーの動画像をもとに生成された三次元点群データ

の精度を評価するとともに，フロントガラスが精度に及ぼす影響についても検証した。 

 

米田 羽瑠斗（大阪工業大学大学院）：「Heritage BIMによる歴史的建造物のモデリング手法に関する研究」 

歴史的建造物に対応した BIM である Heritage BIM は，海外で活用やその検討が進められている。本研究では，

歴史的建造物の保全にBIMを適用した場合の具体的な課題を明らかにすることを目的とし，総説論文や報告書を用

いて事例調査を行った。結果，現代の建造物は建設プロセスと関連付けてBIMを活用するが，歴史的建造物は歴史

的な価値や重要性と関連付けてモデルを活用すること，歴史的建造物の保全にあたっては，規模・大きさや技術的

価値といった各歴史的建造物の持つ特徴を優先的に把握できるモデリングが必要とされることが明らかとなった。 

 

飯銅 航太（阪南大学大学院）：「3次元空間情報の AR（拡張現実）表現に関する研究」 

近年の急速な技術進歩により AR がナビゲーション，建造物の維持管理など多様な分野で活用されている。また，

3 次元空間情報（3 次元点群や PLATEAU などの 3D モデル等）の取得が容易となり，現地における AR 表現のニー

ズが高まっている。現在，3 次元データは社会に広く存在するが，その活用法は依然として限定的であり，今後の発

展が期待されている。加えて，従来必要な位置合わせなどの手法も，ツール等の進歩により容易に再現可能となり，

技術的な差別化が難しくなってきている。こうした背景から，最新の位置測位技術である VPS を活用した 3 次元空間

情報の AR表現，マーカ型，マーカレス型 ARの簡易化に関する研究を進めている。 

 

中前 涼太（大阪工業大学大学院）：「バーチャル都市空間における路面舗装デザインと歩行軌跡」 

日本のインフラは高度経済成長期に整備されたものが多く，2030年には約 7割が築 50年以上となる。高齢化に伴

い，歩行の安全性や快適性に配慮したバリアフリーデザインが進んでいるが，デザインの観点から明確な指標はなく，

地域の特色に基づき決定されることが多い。本研究では，仮想空間を用いて複数の舗装デザインを比較し，歩行時

の軌跡を分析した。 
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